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x’×25mL＝0.05mol･L??×滴定量 b mL (飲料水)
４．結果と考察
得られた実験結果を表１に示す。今回の高等学校に
おける実践では、２人１班にて行った。
これらの実験結果から、まず、ビタミンC標準溶液が
１Lあたり約９ℊとなり、溶かしたビタミンC(L-アス
コルビン酸)の量とほぼ一致した。このことから、ヨウ
素液を用いた滴定技術から、高校生がビタミンCを正
確に定量できることを確認した。次に、飲料水に含ま
れるビタミンCの量は、１Lあたり2-3ℊと見積もるこ
とができた。この結果もまた、我々が行った予備実験
の値2.22ℊ･L??にほぼ一致し、高校生が正確にビタミ
ンCの量を測定できたことがわかった。以上の実験結
果より、ヨウ素液を用いたビタミンCの定量実験は高
校生に適した実験であることが、本実践により確認で
きた。
５．アンケート結果
今回のビタミンCの実験が、高校生にとってどの程
度の難易度であったかを調べるためにアンケートを実
施した。このアンケート結果を図３に示す。
このアンケート結果から、本実験は高校生にとって
最適であることがわかった。この理由として、実験操
作が少なく水溶液の色の変化もわかりやすかったこと
が挙げられる。また、実験結果を予想できることに興
味を持った生徒も見受けられた。
次に、得意な科目について尋ねてみた(複数回答可)。
結果を図４に示す。
理科４科目で、好きな科目を答えてもらった。回答は、
複数でも可とした。
図４のアンケート結果を考慮するとクラスの多くの
生徒が化学や生物の知識が豊富であったことがわかる。
そのため、図３のアンケート結果は、生徒の興味や知
識に大きく左右されるのではないかと考えられる。
最後に、実験後の高校生の感想を表２に示す。ここ
では、主に今回の授業で興味、関心のあった内容につ
いての感想を記入してもらった。
この感想の結果から、今回の実験に関して好意的な
意見が多かったが、ビュレットを使った滴定実験の難
しさや、計算の意味がわからないなどの課題が見つか
った。今後、このような課題に対して対処していくこ
とが大切だと思われる。また、今後の実験で取り上げ
てほしい内容として、解剖実験や遺伝子組み換え、燃
焼実験などがあった。
0.052.46－５班
0.052.288.91４班
0.022.438.98３班
0.052.478.80２班
0.023.898.98１班
レモン飲料水ビタミンC標準溶液
表１ 水溶液１Lあたりに溶けているビタミンCの量(g･
L??)(測定日：2014.3.14)
ビタミンC標準溶液および飲料水はヨウ素滴定、レモンは
簡易測定検査キットによりビタミンCを定量した。
0.052.439.15７班
0.052.249.21６班
0.053.219.47８班
図３ 今回実践した実験の難易度に関するアンケート結果
(2014.3.14)
図４ 今回実践したクラスの理科に関するアンケート結果
(2014.3.14)
表２ ビタミンCの定量実験に関する感想
(測定日：2014.3.14)
実験が面白かった
滴定操作が難しかった
事前に実験器具の説明があったので良かった
計算方法が難しかった
物質によって色が変わるところが楽しかった
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